
革新的新構造材料等技術開発
平成２５年度概算要求額 ６０．５億円（新規）

事業の内容

事業の概要・目的

条件（対象者、対象行為、補助率等）

国
民間企業
研究機関
大学

委託

○我が国の製造業の高い競争力を支えるのは構造
材を中心とする部素材です。一方、構造材は使
用環境により多様な機能が要求されます。この
ため、使用環境等に応じて適切に合金組成・組
織を制御する材料創製技術や、異種材料を接合
する技術、それらの材料を構造部材として適用
するための設計・加工・評価技術が重要です。

○本プロジェクトでは軽量化が求められている輸
送機器への適用を軸に、強度、延性、靱性、制震
性、耐食性、耐衝撃性等の複数の機能を同時に
向上するチタン合金、炭素繊維複合材料、革新鋼
板等の高性能材料の開発、異種材料の接合技術
の開発等を行います。これにより、各種材料の特
性を最大限活かし、軽量化による大幅燃費向上を
実現します。

事業イメージ

異材接合技術

異種材料の融合（接合化、複
合化、複層化）により、複数の
機能を同時に向上（強度、延性、
靱性、制震性、耐食性等）

金属材料

カーボン材料

樹脂材料

異種材料の融合

セラミックス

新合金により、複数
の機能を同時に向上
（強度、延性、靱性、
制震性、耐食性等）

新材料特性評価技術
異種材料による接合・複合・複層部材等の評価手法の

開発と標準化

【技術シーズ例①】

Ａ
材

極めて固いが延性が無
く、加工性に乏しい材料

Ｂ
材

固くは無いが延性が高く、
加工性に富んだ材料

超高強度、超軽量と良加工性を併せ
持つ『夢の金属材料』に！

圧延による接合

加熱 水冷

界面強度、硬質･軟質作り分け

スーパーマテリアル

「Ａ材」と「Ｂ材」の双方の特性
を活かし、従来材料では実現
できなかった特性を保有する
材料を実現

【技術シーズ例②】

マルチマテリアル化製品
の高強度・軽量接合技術

制震性

不燃性

耐食性

軽量化

高靭性

低コスト

新組成・新組織合金創製技術
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【実施体制】
■材料供給メーカー、材料加工メーカー、自動車メーカー、大学等、接合技術及び各材料分野においてコアとなる技術シーズを保有している

企業等が川上から川下まで参画した研究開発共同体を形成し、有機的連携を図りつつ研究開発を行う。

■文部科学省のプロジェクトと緊密に連携し、成果の産業化展開、産業界の課題解決の為の協力、知財財産・研究設備の活用を促進するガ
バニング・ボードを設置し連携する。

【実用化までのスケジュール】

文部科学省・元素戦略プロジェクト（～2022） 等基礎
研究

、

強度、 、靱 、 震 、 食 、 撃

新部素材開発（マグネシウム、アルミニウム、チタン、
革新鋼板、炭素繊維・炭素繊維複合材料 等）、特性
評価技術開発
※強度、延性、靱性、制震性、耐食性、耐衝撃性等の同時向上

、新部素材革新的製造プロセス開発、
設計・加工技術開発

2013 2018 202３

2013 2018 202３

省庁連携（ガバニングボード）

輸送機器軽量化

接合技術開発
（既存部素材同士、開発部素材同士）

異種材料接合技術

既存部素材の更なるコスト低減

未
来
開
拓
研
究

製
品
化

世界に先駆けた新しい部素材開発

、接合技術開発（既存部素材＋新部素材、
新部素材＋新部素材）

二酸化炭素排出量
の低減・国際競争
力の強化

接合に最適な材料条件
のフィードバック

用
途
箇
所
の

絞
り
込
み

革新的製造プロセス開発

輸送機器

革新的製造プロセス開発

【技術開発予算の見通し】

年度
Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ Ｈ３２ Ｈ３３ Ｈ３４

総額
2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

金額（億円） 60.5 60.5 60.5 60.5 60.5 60.5 60.5 60.5 60.5 60.5 605.0 
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共通技術開発 等

材料別
技術開発

要求額：
７．５億円

・高強度耐熱性
合金
・革新的製造プ
ロセス

・微細化、高分
散による高強
度合金
・革新的製造
プロセス

・難燃性高強度
合金
・革新的製造プ
ロセス

・新組織制御、複層化、
複合化による高機能
特性を持つ革新鋼板
・製造プロセス技術

要望枠：
５３億円熱可塑性CFRP

設計、加工技術

実施体制等

文部科学省

ガバニングボード
（文科省・経産省の担当課室長、PL、文科省PJのPD 等）

文科省・経産省間の研究内容調整
両省以外のＰＪや外国ＰＪとの連携模索

次年度概算要求の調整 等

PL アドバイザイリーボード
（有識者、ユーザー企業等で構成）

革新的構造材料の評価・解析

経済産業省
産業構造審議会
評価小委員会

（外部有識者で構成）

経済産業省
戦略の検討（実施計画の策定 等）

委託

大学、国研等
委託

研究開発全体シナリオの研究

ＳＰＬ

推進責任者
プロジェクト運営に関する権限
（資源配分・人事・成果管理）

推進責任者
プロジェクト運営に関する権限
（資源配分・人事・成果管理）

実施体制
サポートサポート

主催主催 主催主催

サポートサポート

第三者
評価

第三者
評価

FeAlMgTiＣＦＲＰ

異種材料接合技術

(第2回評価検討会（平成24年11月8日)経済産業省提出資料より抜粋）
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